
平成２６年６月議会  並木まさとしの一般質問 
保健医療行政  健診データ・レセプト等を活用した疾病予防・重症化予防（データヘルス） 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

  

  

 

再質問として 今年度から埼玉県が県内１０市町村を募集して新規事業で立ち上げた【データ

ヘルス事業】(糖尿病性腎症重症化予防) に本市も積極的に参加するべきと提案いたしました。 

 

その他におこなった質問   ①近年の小・中学校の夏休み短縮の動向   

②道路の愛称決定による効果と回遊性の推進  ③消費生活セミナーと市内企業の連携 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

   

編集コラム  先日、写真を整理していたら小学校時代の懐かしい写真が出てきました。キンカ堂・ドジョウすくい・・・ 

      今の小さい子たちにもたくさんの思い出が残せるような「ふるさと鴻巣」にしていきたいです。 

質問 平成２３年度の国民医療費は３８兆５,０００億円（前年比３，１％増）で、１人あたり３０万円

を超える医療費となっています。消費税増税の増収額（３％）が約８兆円ですので、この金額

からも医療費が財政に大きな影響を与えていることが伺えます。国民健康保険と後期高齢

者医療制度は給付費を賄うために収める保険料の他に約５割の公費が投入されており、後

期高齢者医療制度の財源のうち約４割は現役世代からの支援金が充てられています。 

これからますます高齢化率が増加し、少ない現役世代で多くの高齢者の医療費を賄い続

けていくことが課題ですので、医療費の適正化や医療保険制度全体の健全化を図るために

疾病予防・重症化予防のためのデータヘルス計画はできないか伺います。 

 

 

 

 

 

答弁 平成２５年度の埼玉県国民健康保険団体連合会によるレセプトでは、本市の国民健康

保険被保険者で糖尿病と判断された患者数は８,２２３人です。このうち、重症化した場合の腎

不全（人工透析）では、１年間の医療費が４００万円以上の患者が７７人となっています。 

 糖尿病は悪化する前に保健指導が実施できれば被保険者にとっても、保険者である市に

とっても大きなメリットとなります。保健指導には大きな効果があると考えておりますので、

県の【健康長寿・医療費適正化の推進】に着目し、十分協議し取り組んでまいります。 

 

 

 

     

消防活動１８年目 現在、機関長  昨年の花火大会で上田清司知事と   馬室地域のポピーまつり 

として運転手・ポンプ操作を担当  今年は１０月１１日（土）に開催予定！ 多くの方々で賑わっていました 

  

武蔵水路改築事業視察      第４回こうのす花まつり     毎回、自ら議会報告を配布 

    糠田排水機場       ひなちゃんへの応援よろしくね   合計８５,０００枚になりました 

 

 

 

 


